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氏名 　　近　藤　千　鶴　　議員

富士宮南原太陽光発
電所新設事業について

私たち議会は、ここ数年間、市の将来を左右する（仮称）富
士宮市立郷土史博物館計画という大きな課題に向き合ってき
た。私個人としては富士宮南原太陽光発電所新設事業や富士川
の水問題など、市民生活や環境に大きく影響する問題に取り組
んできた。

その中で感じるのは、賛成か反対かという以前に、市民が声
を上げにくくなっているのではないかということである。地域
の人間関係への配慮から発言をためらう人、関心はあっても行
動に移せない人、そもそも情報が十分に届いていない人もい
る。

一方で、市民が沈黙していることをもって理解が得られたと
判断してしまえば、本当の意味での合意形成はできない。まち
づくりの主役は行政でも議会でもなく市民である。だからこそ
私は、市民が自由に意見を述べ、議論に参加し、自らの意思で
地域の未来を選択できる環境が作られているのかという視点か
ら以下質問する。

「西の里を守る会」による県への公開質問状提出及びオ
リフィス工事中断について、市は現状をどう認識している
のか。

地域住民の理解や納得が十分得られていると市は考えて
いるのか。

工事が進む中で、地域住民の不安や懸念の声に対し、市
はどのような役割を果たすべきと考えているのか。
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住民投票条例の直接請求が行われた場合、住民投票実施
に係る期間と費用について伺う。

令和５年に賃貸借の契約をしている駐車場入り口の土地
を購入するとなると、どのくらいの金額を想定しているの
か。

（仮称）富士宮市立
郷土史博物館事業につ
いて

全12回の市民説明会を終えて、市は市民の理解が得られ
ていると認識しているのか。また、説明会で出された意見
やパブリックコメントをどのように計画に反映していくの
か。
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